
′∴　　　露

シ、、‡／ ＼＼貢 ●● �露蕊 ∴：’慈善：∴ ��1 �ヽヽ、● ●ヽ、●ヽ 薄緑鶉 ●●●●一一● 

ち＼／㌧ ：∴中嶋：： �＼＼本譜∵芯議 ��～（、（〇一1置、 　　　　ミ声 

∴∴ �：「∴∴ 十 ∴－∴∴∴ 71－ �餓／） 駿 � 

レ／ ���′l● 

．ヽ－●●／～ 

大谷　　甫さん（広涯） �中村シケルさん（静光園） ��茂岡トヨカさん（遠 �賀園） まれ 

明治28年6別7日生まれ �明治28年7月12日生まれ ��明治28年9月18日生 

ただいま100歳。もうすぐ100歳。長寿おめでとうございます。

遠賀町の長寿ベスト3
写真は100歳になられた方、または今月中に100歳を迎える高齢者の皆さんです。

町内の最高齢者は、大谷高さん（広渡・写真左）と中村シケルさん（静先回・写真中央）
です。また、茂岡トヨカさん（遠賀園・写真右）は今月18日で満100歳になります。

100歳は通過点です。皆さんまだまだ元気で長生きしてください。

8月15紫根寿者禽樽
（敬称暗・生年月日順）

政区）年齢（生年舶） ��8m赫SSEi掃SSS �調音届書 �聞SSS �年齢（生年 �S �SSS �漢同昭運 何奴度目∴ヰ塙訳生年別）） �� �杏1丁 � �ヰ訊王年月 �月別　L ��什蝿 

静光園 �100歳（M28，7，12） �中村シケル � �大谷　　高 �100歳（M28， � �7） �広　波 

遠賀園 �99歳（M28．9．18） �茂岡トヨカ � �柴田　嘉乎 �97歳（M31． �．1） ��遼費園 

遠賀園 �約歳（M29，7，15） �梶原　ヨシ � �石松　綴部 �96歳（M31．11．16） ���上別府 

静光園 �98歳（M30．7．18） �遠藤タケノ � �入江　喜励 �95歳（M32．11，29） ���鬼　津 

木　寺 �躯歳（M30．8．21） �裏穂∴葉子 �統一 �中村　繁雄 �95歳（M33．4．5） ���木　守 

広　波 �97歳〈M31．7．1） �未森富美子 �論義ニ �油滴　順一 �93歳（M35．4．1） ���尾　崎 

遠賀闘 �96歳（M31．11．30） �和田　キク �綿雲 �柳井　輿壮 �93歳（M35。7，25） ���浅　木 

広　波 �96歳（M32．2．11） �柴田　トヨ �遜鑓m �河原　英士 �92歳（M35． �．17） ��静光園 

木　守 �純歳（M32．7．15） �芳村　モト �遜鑓重 �秦　　宝－ �91歳（M36． �．13） ��鬼　津 

遠賀園 �95歳（M32．11．13） �佐々木ミサ �輪縞馬 �木嶋　酒肉 �91歳（M37，3．1） ���浅　木 

上別府 �95歳（M33，1，1） �水上シズヨ �語義e �河野　鋲次 �90歳（M38．2．21） ���木　守 



／「

全国及び福岡県、遠賀町の高齢化率の推移（％）（資料：国勢璃歪、人口推計）

1970年 �1975年 �1980年 �1985年 �1990年 �1995年 �2000年 

全　国 �7．1 �7．9 �9．．1 �10．3 �12．0 �14．5 �17．0 

福岡県 �7．3 �8．3 �9．4 �10．6 �12．4 �15．0 �17．6 

遠賀町 �8．8 �9．8 �9．1 �10．6 �12．7 �14．0 �16．5 

豊
か
な
老
後
生
活
は

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
か
ら

9
月
1
5
日
は
、
「
敬
老
の
日
」
。
こ
の
日
は
、
昭
和
4
1
年
、
社
会
や
家
族
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た
お
年

寄
り
に
敬
意
を
表
し
、
扱
い
の
精
神
を
養
い
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
祝
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
今
、
豊
か
で
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
日
本
を
支
え

て
き
た
お
年
寄
り
た
ち
の
お
か
げ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、
平
均
寿
命
が
年
々
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
十
年
後
に
は
、
働
く
人
三
人
で
一
人
の
お
年

寄
り
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
日
本
は
、
他
の
国
に
例
を
見
な
い
早
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
現
在
の
町
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
数
は
、
約
二
千
六
百
人
を
越
え
ま
し
た
。
こ
の
数
字
は

今
後
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
町
で
は
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
を
拠
点
と
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
も
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
化
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、
将
来
生
活
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

日
本
は
、
他
の
国
に
例
を
見
な
い
早
さ
で
人
口

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
十
年
後
に
は
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
人
口
の
約
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
働
く
人
三
人
で
一
人
の
お
年
寄
り

を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
割
合
も
二
十

年
後
に
な
る
と
、
お
よ
そ
二
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
伸
び
、
働
く
人
二
・
一
人
で
一
人
の
お
年
寄

り
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

遠
賀
町
の
総
人
口
は
、
平
成
1
年
1
月
3
1
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と
一
万
九
千
二
百
六

人
で
、
そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
（
老

年
人
口
）
　
は
二
千
六
百
七
十
九
人
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
　
（
老
年
人
口
比
率
）
　
は
一
三
・
九
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
、
戦
後
の
子
ど
も
を
五
－
六
人
育
て
た
時

代
は
終
わ
り
、
今
日
で
は
、
二
人
の
子
ど
も
を
成

人
さ
せ
た
後
、
数
十
年
に
及
ぶ
二
人
き
り
の
生
活

が
待
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
子
と
も
夫
婦
・
孫

と
同
居
す
る
の
か
普
通
の
家
庭
で
し
た
が
、
今
日

で
は
そ
れ
が
減
少
し
て
お
り
、
代
わ
っ
て
高
齢
者

夫
婦
だ
け
や
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が
増
え
て
い

ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
年
金
や
福
祉
、

医
療
に
か
か
る
費
用
も
増
大
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

費
用
は
、
働
く
人
の
税
金
と
保
険
料
　
（
税
）
　
で
賄

わ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
る

と
、
社
会
の
活
力
が
失
わ
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
高
齢
化
の
問
題
は
、
お
年
寄
り
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
の
で
す
。
家
族
の
問
題
で
あ
り
、
い
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ず
れ
は
高
齢
者
に
な
る
若
い
世
代
の
問
題
で
も
あ

る
の
で
す
。

年
を
取
る
に
つ
れ
、
健
康
や
家
庭
、
家
族
環
境

が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
こ
の
変
化
を
素
直
に
受
け
止
め
、
自
分
に

合
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
　
（
生
き
方
）
　
を
計
画
し

て
い
く
こ
と
は
、
生
き
が
い
あ
る
老
後
の
生
活
を

実
現
す
る
た
め
に
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
人
間
と
し
て
最
も
充
実

し
た
「
人
生
の
完
成
期
」
　
で
す
。
孤
独
に
陥
っ
た

り
、
無
為
な
日
々
を
送
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
若
い
う
ち
か
ら
「
老
後
に

何
を
生
き
が
い
に
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
、
少
し
ず
つ
で
も
行
動
を
起
こ
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
す
ぐ
に
で
も
始
め
ら
れ
る
例
を
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
趣
味
を
通
じ

て
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
こ
れ
だ
」
と
思

え
る
趣
味
を
、
若
い
う
ち
か
ら
探
し
て
お
き
ま

し
ょ
、
つ
。

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を

お
年
寄
り
の
体
の
特
徴

を
知
ろ
う

長
く
続
け
ら
れ
る

趣
味
を
も
つ

と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
に
は
、
次
の

四
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

①
病
気
に
か
か
り
や
す
い

②
一
人
の
患
者
が
い
く
つ
も
の
病
気
を
も
つ
こ
と

が
多
い

③
慢
性
の
病
気
が
多
く
、
治
療
が
長
く
か
か
り
が

ち
に
な
る

④
再
発
や
他
の
病
気
の
併
発
を
起
こ
し
や
す
い

こ
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
頭
に
お
い
て
、
若
い

う
ち
か
ら
日
々
の
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

食
事
を
と
る
、
体
操
や
散
歩
な
ど
の
適
度
な
運
動

を
す
る
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
な

ど
を
実
行
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

趣
味
の
あ
る
人
生
は
、
「
次
に
何
を
や
ろ
う
」
「
次

は
こ
う
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
創
造
性
や
楽
し
さ

が
も
て
る
た
め
、
心
に
張
り
が
で
き
、
若
さ
を
保

「
何
か
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
例
え
ば
、
体
の
不
自
由
な
人
の
介
護
や
一
人

暮
ら
し
の
老
人
を
訪
問
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
そ

の
人
を
元
気
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
白
身
の

成
長
に
も
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
の
連
帯

と
活
力
を
生
み
出
す
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

人
生
の
完
成
期
を

い
か
に
過
ご
す
か

最
近
は
若
者
文
化
が
華
や
か
で
、
高
齢
者
の
社

会
的
な
役
割
や
地
位
は
低
下
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
自
身
も
、
若
い
世
代
と
の
交

流
が
う
す
れ
、
主
に
同
世
代
の
人
間
関
係
を
中
心

と
し
た
生
活
を
し
が
ち
で
す
。

人
生
の
先
輩
の
声

を
聞
こ
う

戦
後
、
日
本
の
高
度
な
科
学
技
術
を
生
み
出
し
、

豊
か
な
生
活
環
境
を
築
い
て
き
た
の
は
、
現
在

「
お
年
寄
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
知
識
と

経
験
に
は
、
な
に
も
の
に
も
か
え
ら
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
こ
の
日
か
ら

「
老
人
保
健
福
祉
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
人
生

の
先
輩
で
あ
る
高
齢
者
の
話
を
聞
く
こ
と
は
、
あ

な
た
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ

ス
と
な
る
は
ず
で
す
。
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アイディアイカダ部Plで優勝した広波音少年号
遠賀川河川敷で拾ったあき缶約3000コでつくりました。

I言

1
月
0
0
日
、
午
前
8
時
5
0
分
か
ら
遠

賀
川
漕
艇
場
特
設
会
場
で
、
水
上
カ
ー

ニ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
の

レ
ガ
ッ
タ
競
技
で
は
、
昨
年
以
上
の
白

熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、
午
前
中

か
す
ん
で
い
た
空
も
こ
の
熱
気
に
お
さ

れ
た
の
か
次
第
に
回
復
し
、
本
来
の
夏

空
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
空
の

も
と
、
午
後
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
イ
カ

ダ
競
技
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
カ

ダ
十
六
艇
が
水
面
を
賑
わ
し
、
観
客
の

皆
さ
ん
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
の
成
績

町
民
レ
ガ
ッ
タ
〔
地
区
対
抗
男
子
〕
①
今
古
賀
②
島
津
③
東
和
苑
〔
同
女
子
〕

①
尾
崎
②
上
別
府
③
別
府
〔
オ
ー
プ
ン
男
子
〕
①
消
防
署
B
②
消
防
署
A
③
遠

賀
自
動
車
学
校
　
〔
同
女
子
〕
①
逓
信
ガ
ー
ル
ズ
②
新
町
マ
ミ
ー
ス
③
ミ
セ
ス
グ

ロ
ノ
ー
ン

ア
イ
デ
ィ
ア
イ
カ
ダ
競
技
①
広
渡
青
少
年
号
②
遠
賀
ド
ー
ム
号
③
大
相
撲
遠
賀

場
所
土
俵
船



総踊り
「町民の息もピッダリ」
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盆踊り大会
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大会の最後を飾った花火

「ヽ

8
月
1
9
日
、
牛
後
1
時
、
遠
賀
太
鼓
に

よ
る
ふ
れ
太
鼓
が
、
会
場
の
総
合
運
動

公
園
内
に
響
き
わ
た
り
、
恒
例
の
盆
踊

り
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。
盆
踊
り
で

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
輪
に
な
っ
て
地

区
ご
と
に
揃
い
の
浴
衣
を
着
た
り
、
人

そ
れ
ぞ
れ
に
色
鮮
や
か
な
浴
衣
を
身
に

ま
と
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
　
「
キ
ャ

メ
ル
」
　
の
二
人
組
が
美
し
い
歌
を
披
露

し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま

した。盆
踊
り
大
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
花
火
」
は
、
約
千
二
百
発
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
遠
賀
町
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。
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夏の風物諸として危善

第二励動脚薦まつり

遠賀町の地域活性化を進めているキャッツ21（代表

松井力さん）の主催による西川納涼まつりが、8月15日

に行われました。

会場となった西川河川敷では、たくさんの人が集まり、

伝統的な慣習である楠霊流しが行われました。キャッツ
21のみなさんは、船の回収等をして河川の浄化に努めま

した。今年でこ回目となったこのイベント、地域活性化

の伝統行事として、今後長く続いていくことでしょう。

＼　」 
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碁
・
南
ア
フ
リ
カ
チ
ビ
も
望
化
交
流
多

1
月
2
4
日
に
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
遠
賀
南
中
学
校
主
催
の
、
田
本
・
南
ア
フ
リ
カ

子
ど
も
文
化
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

達
質
商
中
学
校
の
生
徒
と
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
や
っ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
英
語
と
日
本
語
を
交

え
な
が
ら
、
お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

始
め
に
南
ア
フ
リ
カ
の
千
ど
も
た
ち
が
、
歌
と
踊

り
に
よ
る
公
演
を
行
い
、
盛
大
な
拍
手
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
遠
賀
太
鼓
の
会
の
皆
さ
ん
が
太
鼓

を
披
露
し
、
最
後
に
全
員
で
歌
を
歌
っ
て
南
ア
フ
リ

カ
の
子
と
も
た
ち
を
歓
迎
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

み
ん
な
仲
良
く
′
窮
し
く
／
一
葱
範
く
／

チ

ビ

も

萎

毎
年
恒
例
の
教
育
委
員
会
主
催
・
子
ど
も
会
学
習
会
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
が
、
1
月
8
日
・
9
日
、
玄
海
町
の
県
立

少
年
自
然
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
五
・
六
年
生
三
十
八
人
は
、
事
前
に
野

外
活
動
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
こ
の
日
の
二
日
間

の
宿
泊
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

途
中
、
自
然
探
索
で
偶
然
立
ち
寄
っ
た
ガ
ラ
ス
工
房
で

ガ
ラ
ス
づ
く
り
を
経
験
す
る
一
幕
も
。
（
写
真
）

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
申
、
み
ん
な
元
気
に
学
ん

だ
学
習
会
で
し
た
。
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日ごろの感謝をとめで

遠鄭軸物湖に花のプレゼント

7月25日、遠賀高校の生徒会の皆さんが遠

賀川駅を訪れ、産業技術科の皆さんが育てた

花をプレゼントしました。これは「生徒がい
つも駅にお世話になっているので、日ごろの

感謝の気持ちをこめて」と3年前から贈り続

けているものです。駅長の福島正嗣さんは
「季節の花をいただいて、お客さんに喜んで

もらっています。」と花のプレゼントに、と

ても感謝していました。この花は、駅を利用

するさまざまな人の日を楽しませています。

んが”が“わ　‾
しこ∴　　　　　i
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飛
び
押
せ
宇
塙
へ

ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
怖
鞭
学
習

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ト
で
も
人
気
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
。
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

の
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
利
用
し
た
体
験
学
習
を
8

月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
二
泊
三
日
の
日
程
で
行
い
ま

した。予
ど
も
た
ち
に
宇
宙
開
発
の
歴
史
や
技
術
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
初
め
て
実
施
し
た
催
し
に
、
小
学

四
年
か
ら
六
年
ま
で
の
児
童
三
十
一
人
が
参
加
。
遠

い
は
ず
の
宇
宙
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
、
そ
ん
な
ス

ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の
夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。
い
つ
か

は
、
こ
の
町
か
ら
も
宇
宙
飛
行
士
が
誕
生
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。
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す
り
を
せ
ず
楽
し
み
な
が
ら
恕

い
っ
し
ょ
に
豊
か
さ
高
め
た
い

かすまき

「
文
化
の
秋
」
、
も
う
秋
が
す
ぐ
近
く
に
き
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
遠
賀
町
の
皆
さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
て

「
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
涯
学
習
」
一
年
間
の
成
果
を

発
表
す
る
『
文
化
祭
』
が
、
日
月
に
や
っ
て
き
ま
す
。

み
ん
な
　
い
き
い
き
楽
し
み
な
が
ら
　
学
習

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

皆
さ
ん
、
寿
大
学
で
額
に
汗
す
る
皆
さ
ん
も
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
学
習
の
成
果
を
披
露

さ
れ
ま
す
。

寿
大
学
の
み
な
さ
ん

6
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
遠
賀
町
寿

大
学
」
は
、
中
央
公
民
館
と
ふ
れ
あ
い
の

里
を
研
修
会
場
と
し
て
、
百
十
一
人
の
多

く
の
み
な
さ
ん
が
、
夏
の
暑
さ
に
も
負
け

ま
い
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
寿
大
学
の
専
科
コ
ー
ス
は
、

か
な
書
道
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
気
功
・

童
謡
唱
歌
∴
早
花
園
芸
・
歌
謡
の
6
つ
に

分
か
れ
て
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
で
額
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

楽
し
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

そ
の
中
で
「
歌
謡
」
　
の
専
科
コ
ー
ス
で

は
、
最
高
齢
者
八
十
七
歳
の
尾
崎
区
に
お

住
ま
い
の
三
島
盛
行
さ
ん
も
、
お
元
気
で

美
声
に
磨
き
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
外
で
の
一
飯
教
養
学
習

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
汗
を
流
し
ま
し
た

ま
た
、
新
し
く
設
け
ら
れ

た
「
童
謡
唱
歌
」
　
コ
ー
ス
で

は
、
指
導
し
て
い
た
だ
く
先

生
の
見
事
な
タ
ク
ト
に
魅
せ

ら
れ
て
、
か
っ
て
の
幼
い
頃

を
偲
び
な
が
ら
重
心
に
帰
っ

て
歌
い
、
語
ら
い
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。

運
営
もみ

ん
な
が

協
力
し
て

6
月
か
ら
始
ま
っ
て
H
月

は
じ
め
ま
で
、
6
か
月
近
く

に
も
わ
た
る
寿
大
学
講
座
を

楽
し
み
な
が
ら
も
実
り
の
あ

る
学
習
に
し
ょ
う
と
、
吉
野

千
年
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

自
治
会
役
員
の
皆
さ
ん
も
、

そ
の
運
営
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

幼
い
頃
を
偲
び
な
が
ら
　
－
　
童
謡
唱
歌
コ
ー
ス



－‘‘学習なかま”との出会い－

鶉繭揚陸緩
九月はSeptemberではない

もう九月ですね。九月は英語で鑓ptember。

英語で洗ptemberと聞くと、先ず顕に浮かぶの

が新学期。アメリカのほとんどの学校は、統p－

temberから始まります。だからSeptemberとい

う言葉を聞くだけで、反射的にわくわくしたり、

ちょっと不安になったりします。しかし、一方

で、日本語の九月と闘いでもそのような反応は

全くありません。

悩というものは、不思議な働きをしますね。

ほかの例を挙げると、冬のWlnter先ず冬はこ

たつとミカンのゴールデン・コンビが浮かびま

すが、英語のWlnterなら、大雪で車が動かなく

なったニューヨークの町角が浮かびます。どち

らも子供の頃の思い出ですが、英語には英語で

の思い出、日本語には日本語での思い出がある

ようですね。

日本で英語を勉強している人のほとんどが英

語をいったん日本語に訳してから理解しようと

します。これではせっかくの英語の感覚が日本

語に塗りつぶされてしまいます。英語を英語で

勉強すれば、少なくとも、それを勉強したとき

の感覚や思い出が残るはずです。その感覚を大

切にして、英語を積極的に英語で理解しようと

すれば、そのうちに言葉の意義などか見えてき

て、とても楽しくなります。

九月は錠ptemberではない、と言える日が早

く来るようにがんばりましょう。

PUZZLEの答え：前回のテーマは歌手。

TheBeatles．StLng，RayCharles，

Aerosmlth．BeachBoys．Cars，

Huey LewISand the News、U2．and

B川yJoei

ちょっと難しかったかな9

4％勿ク‾
（ロバート“マーブイ）
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か
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い

え
ば
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の

介
護
な
ど
い
わ
ゆ
る
社
会
福
祉
の
奉
仕
活

動
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
も
っ
と
広

く
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
傾
向
が

次
第
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た。こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
生
活
水
準
の
向
上

や
余
暇
時
間
の
増
加
な
ど
、
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
の
中
で
、
人
び
と
が
自
ら
を
向
上

さ
せ
る
意
欲
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
求

め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
も
い
え
ま

し
ょ
、
つ
。

阪
神
大
震
災
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
面
か
ら
み
た
場
合
で
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
の
は
、
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
意
思
で
、
自
分
が
得

た
知
識
や
技
術
を
と
お
し
て
、
ま
た
未
知

の
分
野
に
取
り
組
ん
で
、
そ
れ
を
社
会
的

に
生
か
す
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
に

お
い
て
気
軽
に
参
加
し
て
行
う
活
動
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
一
面
で
は
、
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
知
的
な
世
界
を

広
げ
、
生
き
が
い
意
識
を
高
め
る
こ
と
も

期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
年
齢
や
所
属

を
越
え
た
活
動
を
と
お
し
て
、
自
己
の
新

し
い
能
力
を
見
出
し
、
交
友
関
係
を
ひ
ろ

げ
る
な
ど
そ
の
効
用
は
、
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
涯

学
習
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
お
手
伝
い

す
る
有
志
指
導
者
と
し
て
「
カ
ラ
オ
ケ
」

の
古
賀
幸
美
さ
ん
　
（
虫
生
津
）
　
が
新
し
く

加
わ
ら
れ
、
有
志
指
導
者
は
四
十
一
人
と

な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
ふ
れ
あ

い
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

先
生
の
指
導
で
　
初
め
て
気
功
に
取
り
組

ん
だ
人
も
、
そ
の
雰
囲
気
に
と
け
込
ん
で

「
ず
っ
と
続
け
て
み
た
い
」
・
気
功
コ
ー
ス

生
涯
学
習
と
ポ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動

新
し
く
参
加
さ
れ
た

有
志
指
導
者（ご紹介）



芦屋基地騙空祭！こ
出かけませんか

●とき10月15日（日）午前8時30

分一午後3時

●ところ　航空自衛隊芦屋基地

●内容　展示飛行＝T－”2プ）レー

インパルス、F－15、F－1等

地上展示＝海・空自衛隊の各種

航空機

その他各種アトラクション

※当日は、道路が大変混雑するこ

とが予想されますので、あらか

じめご承知ください。

航空祭当日、ヘリコプター

の体験搭乗を行います。
●機種　CH－47J

●経路　北九州上空（約20分間）

●定員　90人

●申し込み　往復ハガキに住所、

氏名、年輪、職業、電話番号を

明記して、〒807－01遠賀郡

芦屋町航空自衛隊芦屋基地　基

地渉外室広報班宛に申し込んで

ください。（一枚に一名）

●締切　9月22日（金）（当日消印

有効）応募者多数の場合は抽選

〆
特設人権相談所開設のお知らせ1．日時　平成7年9月27日（水）午後1時30分一午後4時　2．場所　遠賀中央公民館「茶室」

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児
が
対
象

●
と
き
　
9
月
1
9
日
　
（
火
）
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

1
歳
半
健
康
診
蚤

が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

●
と
き
　
9
月
2
1
日
　
（
木
）
　
午
後
1

時
1
0
分
－
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
6
年
1
月
か
ら
3
月
生

ま
れ
の
幼
児
　
（
1
歳
6
か
月
－
1
歳

8
か
月
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
表
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
に
よ
る

保
健
指
導

●
料
金
　
無
料

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と
B
C
G
予
防
接
種

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

＝
9
月
2
6
日
　
（
火
）
　
▽
B
C
G
予
防

接
種
＝
9
月
2
8
日
　
（
木
）

※
ど
ち
ら
も
午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
0
0

分
●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
二
階

●
対
象
　
3
か
月
～
4
8
か
月
末
満
児

●
料
金
　
無
料

精
柚
睦
害
者
家
族
の
集
い

が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
遠
賀
保
健
所

●
と
き
　
平
成
1
年
9
月
2
2
日
　
（
金
）

午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所
　
会

議
室

●
講
演
　
「
病
気
に
つ
い
て
」

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

保
健
衛
生
係
予
防
課
　
℡
（
2
0
1
）

4

1

6

1

保
健
所
栄
義
相
談
日
が

開
設
さ
れ
ま
す

保
健
所
で
は
、
高
血
圧
・
肥
満
・
糖

尿
病
・
肝
臓
病
‥
心
臓
病
な
ど
の
食
事

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
人
や
、
そ
の
他

食
生
活
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
、
相
談
日
を
開
設
し
ま
し
た
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
毎
月
第
4
木
曜
日
　
午
後
1

時
～
3
時
　
（
祭
日
の
と
き
は
お
休

みです。）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所
　
栄

養
相
談
室

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

保
健
予
防
課

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

※
利
用
す
る
人
は
、
前
も
っ
て
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

9
5
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

ふ
く
あ
か
の
お
知
ら
せ

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
・
ふ
く
お
か
」

は
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
祭
典
で
す
。
今
年
度
は
、
北

九
州
・
筑
豊
地
区
を
中
心
と
し
て
開
催

さ
れ
、
遠
賀
町
で
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競

技
が
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
9
月
2
4
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ド
i

福
岡
県
腎
臓
漢
恵
愚
書

福
祉
給
付
制
度
の
お
知

ら
せ

こ
の
制
度
は
夜
間
に
人
工
透
析
に
よ

る
治
療
　
（
人
工
透
析
治
療
開
始
が
午
後

5
時
以
降
の
人
）
を
受
け
て
い
る
腎
臓

疾
患
患
者
に
対
し
、
交
通
費
の
一
部
（
月

額
二
千
円
）
　
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

●
受
給
資
格
者
　
①
福
岡
県
内
　
（
指
定

都
市
を
除
く
）
　
に
居
住
し
、
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
人

②
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
夜
間
の
人
工
透
析
治
療
回
数
が
一
月

五
回
以
上
の
人

●
申
請
受
付
期
間
　
1
0
月
9
日
ま
で

（
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
遠
賀

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
福
祉
事
務
所

地
域
福
祉
課
　
℡
　
（
6
0
1
）
　
2
1

※
こ
の
制
度
に
は
、
給
付
制
限
、
所
得

制
限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
遠
賀
福
祉
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



「広報おんが・8／25号」に折り込んである「町

民カレンダー・9月分」のし尿及びゴミの収集日に

誤りがありましたので、訂正とお詫びを申しあげま

〔ゴミ収集日〕

困（毎週火曜日と金曜日収集の地区）

15日（金）は祝日のため、ゴミの収集はありません。

i燃えかゴミi（町内全域）

23日（土）は祝日のため、ゴミの収集はありません。

⇒振替日は30日（土）になります。

※祝日のゴミ収集はお休みです。

上記のとおり訂正しますので、ご迷惑をおかけしま

すがよろしくお願いします。

l横軸較劃勘ら粥うlシーMルト繍罵はうl麺部薗マナー轍調う 

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i一　　　　　　　一　一 

軟の交通安全操民運動 や診期間l平成7年9月21日㈱～30日出 

「ヽ

新鮮な鶏卵と美繭しい鶏肉

遠賀地鶏（イサゲラ薯ン）

を育ててみまやんか

遠賀町では、春に引き続き「遠賀地鶏」のあっせんを行います。

ふるって申し込みください。

●申し込み期間　9月14日（木）一9月22日（金）

●申し込み資格　町内在住の人

●あっせん羽敏　300羽（先着30人分）

●募集要項　◇雛の種類　イサブラウン

◇雛の羽数一戸（1人）10羽以内

◇雛の日輪　50日雛

●配付方法11月中旬ごろ、各地区ごとに配付予定

●鏡の価格　オス、メスともに－羽309円（618円の半額を町

で補助します。）

●申し込み方法　印鑑を持参の上、役場産業課農政商工係窓口で

申し込んでください。電話での受付は行いません。

※問い合わせ　産業課農政商工係

●飼育についてお願い。 

鶏の飼育については、悪臭・蚊・ハエの発生や鳴き声など 

で隣近所に迷惑のかかるおそれがあります。これらの問題は、 

飼育者本人が責任をもって解決しなければなりません。十分 

に検討の上、申し込んでください。 

『計量器定期検査』

遠賀町は10月19日（木）iこ実施します

計量器を「取引」または「証明」用に使用されている個人又は

商店などは、計量法に基づき、2年に1回の計量器の定期検査が

義務づけられています。平成5年11月から計量法が改正され、従

来3年に1度だった検査が2年に1度となり、今年が検査の年に

当たります。

●と　き10月19日（木）午前10時一午後3時30分

●ところ　遠賀町中央公民館（1階町民ホール）

●検査対象の計量器

♭指示はかり♭手はかり♭手動指示併用はかり♭電気抵抗線式は

かり♭光電式はかり♭手動てんぴん♭樺はかり♭不等此皿手動は

かり♭等比皿手動はかり♭台手動はかり♭商店のはかり♭学校、

幼稚園、保育園、病院の体重計♭病院、薬局の調剤用はかりなど

●検査料金　一台につき250円～2，200円（機種によって異なります）

おもり、分銅　一個10円

※検査当日は、印鑑をご持参ください。まな当日検査を受けら

れない人は早めに役場産業課へご連絡ください。



平成7年8月末日現在（）は前月比

鼻紡（＋6）

鳩，〟約7（＋35）

●男…　9，164　●女…10，077

●転入……90　●転出……57

●出生・・・i・・19　　●死亡……15

〆
発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513逓賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
回
読
）

か
み
＝
ぬ
す
び
と

神
盗
人
　
（
広
渡
）

む
か
し
、
む
か
し
遠
賀
平
野
は
一
面

の
輩
や
、
菰
の
お
い
し
げ
っ
た
水
溜
ま

り
の
土
地
で
、
「
ム
タ
」
と
い
う
言
葉

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
遠
賀
川
も
現
在
の
よ
う

な
川
で
は
な
く
て
、
「
そ
の
ム
タ
」
　
の

中
を
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
て
、

右
に
左
に
白
面
に
流
れ
て
い
た
こ
ろ
の

お
は
な
し
で
す
。

広
渡
と
立
屋
敷
は
同
じ
村
で
あ
っ
た

こ
ろ
の
こ
と
で
、
広
渡
の
枝
村
と
呼
ば

れ
る
立
屋
敷
に
立
派
な
氏
神
様
が
祀
っ

て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
農
村
で
は
お
祭
り
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
春
は
農
業
を
始
め
る

「
初
祭
り
」
、
夏
は
田
植
え
が
終
わ
る
と

「
さ
な
ぶ
り
」
と
い
う
祭
り
、
秋
は
台

風
に
備
え
て
　
「
風
止
め
祭
り
」
、
そ
れ

か
ら
一
年
の
終
わ
り
の
収
穫
感
謝
の

「
お
宮
座
祭
り
」
な
と
が
あ
り
、
お
祭

り
が
、
あ
る
た
び
に
広
渡
の
人
た
ち

は
、
沼
田
の
中
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
小

道
を
、
ぬ
か
る
み
を
さ
け
な
が
ら
お
宮

に
お
参
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
る
お
宮
に
お
参
り

す
る
の
が
と
て
も
大
変
な
の
で
、
広
波

の
人
た
ち
は
「
近
く
に
お
宮
が
あ
っ
た

ら
な
あ
。
」
と
、
話
し
合
っ
て
い
た
あ

る
年
の
「
お
宮
座
祭
り
」
も
近
い
頃
の

こ
と
で
す
。
広
渡
の
一
人
の
若
者
が
、

闇
夜
を
ね
ら
っ
て
、
立
屋
敷
の
お
宮
の

ご
神
体
を
ひ
そ
か
に
盗
み
だ
し
、
広
い

菰
の
中
の
道
を
大
急
ぎ
で
広
渡
へ
と
引

き
返
し
て
い
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
立
屋
敷
の
お
宮
の
方
で
も

「
こ
神
体
」
を
と
ら
れ
た
こ
と
に
気
、
つ

い
て
、
大
き
わ
さ
に
な
り
ま
し
た
。

「
そ
う
言
え
ば
、
日
暮
れ
時
か
ら
広
渡

の
諾
い
も
ん
が
お
宮
の
ま
わ
り
ば
、
そ

う
つ
い
ち
ょ
た
ぞ
－
。
」

「
そ
げ
ん
、
そ
げ
ん
、
ど
う
も
そ
い
つ

が
あ
や
し
か
ぞ
。
」

「
み
ん
な
で
手
わ
け
し
ち
、
探
し
ち
、

と
り
も
ど
さ
ん
ば
　
－
。
」

集
ま
っ
て
き
た
大
勢
の
人
た
ち
が
、
若

者
の
後
を
追
っ
て
、
真
っ
暗
な
道
を
追

い
か
け
て
い
き
ま
す
。
追
わ
れ
る
方
は

一
人
で
す
が
「
ご
神
体
」
　
の
重
さ
と
足

元
の
悪
い
道
の
こ
と
で
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
走
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
つ

か
ま
っ
て
は
大
変
な
の
で
一
生
懸
命
に

逃
げ
ま
す
が
、
追
手
は
ど
ん
ど
ん
近
づ

い
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
若
者
は
、
心
の
中
で
念
じ
て

「
し
ば
ら
く
の
間
、
し
ん
ほ
う
し
ち
く

だ
さ
い
。
」
と
大
切
な
ご
神
体
を
穀
の

中
に
か
く
し
て
、
逃
げ
て
帰
り
ま
し

た
。
道
子
は
、
し
ば
ら
く
そ
こ
ら
中
を

探
し
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
あ

き
ら
め
て
引
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
く
る
朝
、
若
者
は
お
そ
る
お
そ
る

昨
夜
の
菰
の
原
に
お
い
て
き
た
「
ご
神

体
」
を
さ
か
し
に
出
か
け
ま
し
た
。
広

い
荻
の
中
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
探
し
て
ま

わ
り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
「
ご
神
体
」

を
み
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
「
ご
神
体
」
は
少
し
の

傷
も
な
く
、
立
派
な
お
姿
で
し
た
が
、

菰
の
根
元
の
泥
と
、
菰
の
根
に
で
き
る

「
菰
黒
」
　
（
コ
モ
の
実
）
　
の
た
め
其
黒
に

汚
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
菰

黒
」
　
で
汚
れ
て
い
た
た
め
、
「
ご
神

体
」
が
人
目
に
も
つ
か
ず
、
無
事
だ
っ

た
わ
け
で
す
。

広
渡
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
は
神
様
の

お
護
り
で
あ
る
と
信
じ
、
そ
れ
か
ら
後

は
、
毎
年
「
お
宮
座
」
　
の
お
祭
り
に
は

「
菰
黒
」
を
採
っ
て
、
神
棚
に
供
え
、

宮
座
の
膳
に
供
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
年
の
「
お
宮
座
」
ま
で
一

年
の
間
、
「
菰
黒
」
を
家
の
神
棚
に
か

け
、
一
家
の
安
全
を
祈
る
こ
と
に
し
た

の
で
し
た
。
こ
の
祭
り
は
今
で
も
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

圏

記す漆工－－－「∴専

西
目
回
国

「
九
月
八
日
は
白
露
。
露
が
白
く
見

え
る
と
い
う
二
十
四
節
気
の
一
つ
で

す
。
秋
の
気
配
が
あ
り
、
さ
わ
や
か
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
」

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
が
こ
の
よ
う

に
季
節
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
の

を
、
見
た
り
問
い
た
り
し
て
い
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
二
十
四
節
気
と
は
、

太
陽
の
黄
綬
を
二
十
四
に
分
け
、
そ
の

一
つ
ず
つ
に
季
節
を
当
て
た
も
の
で

す
。
そ
こ
を
太
陽
が
通
過
す
る
時
候
で
、

立
春
や
夏
至
な
ど
の
名
称
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

秋
の
節
気
は
次
の
六
つ
が
あ
り
ま

す
。
立
秋
　
八
月
八
日
ご
ろ
、
処
暑

八
月
二
十
四
日
ご
ろ
、
白
露
　
九
月
八

日
ご
ろ
、
秋
分
　
九
月
二
十
三
日
ご
ろ
、

寒
露
　
十
月
九
日
ご
ろ
、
霜
降
　
十
月

二
十
三
日
ご
ろ

さ
て
、
九
月
二
十
一
－
三
十
日
は
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
　
で
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、

安
全
運
転
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。


